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2025年 9月 11日 
日本生命保険相互会社 

 
NISSAYペンギンプロジェクト「子ども名言大募集」の実施について 

 
 
日本生命保険相互会社（社長：朝日智司、以下「当社」）は、2025年 9月 12日（金）から “みんなで

子育てする社会”を目指す「NISSAYペンギンプロジェクト」※の一環として、『子ども名言大募集』（以下

「当企画」）を実施します。 

※特設サイト：https://www.nissay.co.jp/kaisha/penguin/ 

 
当社は、“子育ての壁や不安がない社会”をみんなで考え、共に作っていく「NISSAYペンギンプロジェ

クト」を推進しています。このプロジェクトでは、子育てについて考えるきっかけとなる情報発信を通じ

て、社内外の風土醸成を図るとともに、当社の理念に賛同いただいた企業・自治体と協働し、子育て支援

に関する新たな商品・サービスを中心とした価値提供等、社会で支える仕組み作りに取り組んでいます。 
 
今回は、子どもたちの発言の中から、思わずドキッとしたり、心がほっこりしたり、「なるほど」と感

心させられるような“名言”を広く共有することで、家族の形態や年齢、性別を問わず、社会全体で子ど

もを大切にする風土を育むことを目的として、本企画を実施します。 
 
 
＜応募要項＞ 

○ 応募期間 
2025年 9月 12日（金）9時 00分 〜 2025年 10月 31日（金）23時 59分 

○ 応募方法 
＜特設サイト＞にアクセスし、応募フォームに「子ども名言」、その他必要な情報を入

力・投稿してください。 
○ 発表・賞品発送 

 当社ホームページなどにて入賞作品を発表いたします。 
 金賞・銀賞の入賞者および抽選当選者には、結果をメールでお知らせします。 

（2026 年 1月中旬予定） 

○ その他注意事項や応募規定は＜特設サイト＞をご確認のうえ、ご応募ください。 
 
 
 
  

 子ども名言を応募する  

https://www.nissay.co.jp/kaisha/penguin/
https://www.nissay.co.jp/redirect/kaisha/penguin/meigen/06.html
https://www.nissay.co.jp/redirect/kaisha/penguin/meigen/06.html
https://www.nissay.co.jp/redirect/kaisha/penguin/meigen/06.html
https://www.nissay.co.jp/redirect/kaisha/penguin/meigen/06.html


2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



3 
 

■ NISSAYペンギンプロジェクトについて 
 
当社および当社グループは、『誰もが、ずっと、安心して暮らせる社会』を目指して、あらゆる事業活

動においてサステナビリティ経営を推進しており、人・地域社会・地球環境の 3つの領域に重点を置き、

地域の皆様とともにサステナブルに成長していくことを目指しています。 

核家族の進行や女性の社会進出など子育て環境が大きく変化している中、子育ての壁や不安を当事者

だけに留めるのではなく、次世代に向けて社会全体で考えるべき問題として捉え、『人』『地域社会』の

サステナビリティ向上の一環として、“子育ての壁や不安がない社会”をみんなで考え、共に作っていく

「NISSAYペンギンプロジェクト」を推進しています。 

このプロジェクトでは、子育てについて考えるきっかけとなる情報発信を通じて、社内外の風土醸成を

図るとともに、当社の理念に賛同いただいた企業・自治体と協働し、子育て支援に関する新たな商品・ 

サービス等の価値提供等、社会で支える仕組み作りに取り組んでいます。 

 

（ご参考：NISSAYペンギンプロジェクトのステートメント） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

以 上 
 

2025-1285G,広報部 

＜ロゴやステートメントに込めた想い＞ 

群れ全体で協力して子どもを育てる習慣のある“ペンギン”をモチーフに、「みんなで子どもを育

てる社会」の実現を目指すプロジェクトです。 

コウテイペンギンは父親と母親が交互に卵を温め、両親が揃って狩りに出かけるときには、クレ

イシと呼ばれる集団を作って親ではない個体がヒナを守ります。まさに、「子育てしやすい社会をみ

んなでつくる」を体現している動物であり、このプロジェクトのモチーフに相応しいと考えました。 


